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この度の不祥事は、肥大化組織の
形式的管理と責任分散の結果では

組織体制の原因というより、
公務員倫理観の欠如が一番

南
な

　雲
ぐ も

　好
よ し

　幸
ゆ き

（文責）

質問
私
は
３
月
議
会
で
、
部
長

制
の
妥
当
性
を
問
い
、
責

任
の
所
在
が
明
確
な
「
課
長
制
」

を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
対
し
「
責

任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
今
の
体

制
は
間
違
っ
て
い
な
い
」
と
答
弁
。

そ
の
議
会
直
後
に
事
件
が
判
明
。

今
回
の
公
金
横
領
と
い
う
不
祥
事

は
、
肥
大
化
し
た
組
織
に
よ
る
形

式
的
な
管
理
と
責
任
の
分
散
が
招

い
た
結
果
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

全
員
協
議
会
で
「
部
長
制
の
影

響
」
を
問
う
た
際
、「
体
制
よ
り

も
現
金
の
置
き
方
や
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
」

と
部
長
答
弁
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、

町
長
は
コ
ラ
ム
で
「
管
理
監
督
体

制
に
不
備
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
。
職
員
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

管
理
職
ポ
ス
ト
の
維
持
で
現
場
が

疲
弊
し
、
チ
ェ
ッ
ク
が
疎
か
に
な

る
悪
循
環
を
断
ち
切
る
べ
き
。
抜

本
的
な
機
構
改
革
を
直
ち
に
検
討

す
べ
き
。
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

答弁
管
理
監
督
体
制
に
重
大
な

問
題
が
あ
っ
た
と
反
省
し

て
い
る
。
二
度
と
不
祥
事
を
起
こ

さ
な
い
た
め
、
第
三
者
機
関
を
入

れ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築

を
行
う
。

Q
夏
場
観
光
ク
マ

対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

で
攻
め
の
安
心
へ

先
進
事
例
を
参
考
に
し

「
研
究
」
し
て
い
く

A質問
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ス
マ
ホ
へ
多
言
語
配
信
す
る
仕
組

み
を
構
築
す
べ
き
。「
研
究
・
検

討
」
で
は
遅
す
ぎ
る
。
観
光
客
は

わ
ざ
わ
ざ
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
な
い
。
プ
ッ
シ
ュ
通
知
型
の
情

報
提
供
に
踏
み
出
す
べ
き
。

答弁
プ
ッ
シ
ュ
通
知
は
登
録
制

の
「
サ
ル
ク
マ
情
報
メ
ー

ル
」
を
行
っ
て
お
り
、
現
状
で
は

そ
れ
以
上
の
対
応
は
考
え
て
い
な

い
。
提
案
も
で
き
る
と
こ
ろ
を
検

討
。質問

最
前
線
を
担
う
猟
友
会
が

高
齢
化
に
対
し
、
若
手
が

参
入
し
や
す
い
よ
う
、
免
許
取
得

や
銃
所
持
費
用
を
全
額
助
成
す
る

制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
活
用

し
、
職
業
と
し
て
の
ハ
ン
タ
ー
を

育
成
で
き
な
い
か
。

答弁
狩
猟
免
許
取
得
に
は
約
１１

万
円
か
か
る
と
の
こ
と
。

町
の
補
助
金
は
７
万
５
千
円
で
あ

り
、
こ
れ
は
近
隣
自
治
体
と
比
較

し
て
も
約
２
万
円
ほ
ど
手
厚
い
状

況
。

Q
新
教
育
長
に
伺

う
。
教
育
行
政
の

方
向
性
と
、
教
育

が
い
か
に
町
の
持
続

可
能
性
を
担
保
し

て
い
く
の
か

確
か
な
学
力
と
湯
沢
な

ら
で
は
の
学
び
、
お
よ

び
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
地

域
探
求
活
動
が
、
郷
土

を
担
う
人
材
育
成
に
繋

が
る

A
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